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法人会ニュース

　１０月２７日（土）、震災・原発事故により避難及び未だ避難し　１０月２７日（土）、震災・原発事故により避難及び未だ避難し

ながら仮設校舎で学んでいる南相馬市内の小学校の４～６年生をながら仮設校舎で学んでいる南相馬市内の小学校の４～６年生を

対象に、移動租税教室を実施しました。児童と家族の参加で、総対象に、移動租税教室を実施しました。児童と家族の参加で、総

勢３７名、秋の一日を楽しく過ごしてきました。勢３７名、秋の一日を楽しく過ごしてきました。

　今年が第１回目となる移動租税教室は、「税に関心を持ってい　今年が第１回目となる移動租税教室は、「税に関心を持ってい

ただくこと」が第一の目的ですが、昨年の原発事故により、長期ただくこと」が第一の目的ですが、昨年の原発事故により、長期

間外で運動や遊びを制限された児童たちとその家族に自然の中で間外で運動や遊びを制限された児童たちとその家族に自然の中で

思いっきり遊んで過ごす時間を提供したいという目的もあり実施思いっきり遊んで過ごす時間を提供したいという目的もあり実施

されました。　　　　　　　　　　　　　　　　　されました。　　　　　　　　　　　　　　　　　（P６写真掲載）（P６写真掲載）

みちのく杜の湖畔公園にて（宮城県柴田郡川崎町）みちのく杜の湖畔公園にて（宮城県柴田郡川崎町） 大
自
然
の
中
で

　

租
税
教
室



平成 25 年１月１日（2）第　39　号 法人会ニュース　そうそう

　

平
成
25
年
の
年
頭
に
あ
た
り
新
年
の
ご
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
方
に
は
、
当
法
人
会
に
対
し

ご
理
解
と
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
東
日
本
大
震
災
の
復
旧
・
復
興

が
足
踏
み
を
し
て
い
る
状
況
の
な
か
、
被
災
・

避
難
さ
れ
て
い
る
会
員
の
方
々
に
と
り
ま
し

て
、
厳
し
い
環
境
の
な
か
で
の
ご
心
痛
と
ご

苦
労
は
計
り
知
れ
な
い
長
い
一
年
で
あ
っ
た

と
存
じ
ま
す
。

　

原
発
事
故
が
な
か
な
か
収
束
に
進
ま
な
い

中
、
各
市
町
村
が
帰
還
困
難
、
居
住
制
限
、

避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
に
再
編
さ
れ
、
相

双
地
域
が
分
断
さ
れ
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す

昨
今
、
地
域
住
民
の
声
を
最
優
先
に
考
え
復

興
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
心
か
ら

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

心
情
的
に
は
、
新
春
を
寿
げ
な
い
と
こ
ろ

で
は
あ
り
ま
す
が
、
新
し
い
年
に
あ
た
り
明

る
い
希
望
を
も
っ
て
い
た
だ
き
、
会
員
皆
様

に
と
っ
て
良
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
念
じ

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
境
遇
の
中
で
も
当
会
と
し
て
、

今
年
も
震
災
・
原
発
事
故
被
害
者
の
支
援
等

を
最
優
先
事
業
と
位
置
づ
け
、
税
制
に
対
す

る
意
見
具
申
や
情
報
提
供
・
社
会
貢
献
事
業

な
ど
、
全
会
員
を
挙
げ
て
全
力
で
実
施
し
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
な
お
一
層
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
会
員
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
発
展
を

衷
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

謹賀新年
社団法人　相双法人会

会　長　熊川　喜八郎

副会長
（相馬支部長）
荒井　宏美

副会長
（富岡支部長）
藤沢　徳義

副会長
（新地支部長）
森　　直人

副会長
（大熊支部長）
太田　宏明

副会長
（鹿島支部長）
佐藤　則夫

副会長
（双葉支部長）
富沢　俊明

副会長
（原町支部長）
渋佐　克之

副会長
（浪江支部長）
佐藤　浩平

副会長
（小高支部長）
鈴木　喜八

副会長
（飯舘支部長）
髙橋　英明
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相
馬
税
務
署
長

　

鈴
木　

義
典

　

平
成
25
年
の
年
頭
に
当
た

り
、
相
双
法
人
会
の
皆
様
方

に
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

熊
川
会
長
は
じ
め
相
双
法

人
会
の
役
員
及
び
会
員
の
皆

様
に
は
、
日
頃
か
ら
税
務
行

政
に
対
し
ま
し
て
深
い
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
被
害
も

甚
大
な
中
、
貴
会
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
一
昨
年
は
、
東

京
電
力
の
事
故
に
伴
う
被
害

者
の
状
況
や
会
員
の
意
見
・

要
望
の
取
り
ま
と
め
、
相
双

地
区
の
復
興
に
向
け
て
市
町

村
へ
の
義
援
金
の
寄
付
活
動

な
ど
精
力
的
な
活
動
を
展
開

さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
は
、
５

月
に
多
数
の
会
員
の
皆
様
方

の
出
席
の
下
で
の
通
常
総
会

の
開
催
、
10
月
に
は
社
会

貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
小

学
生
を
対
象
に
し
た
移
動
租

税
教
室
の
開
催
な
ど
、
役
員

は
じ
め
会
員
の
皆
様
方
の
熱

意
の
結
果
と
感
じ
入
り
、
心

よ
り
敬
意
を
表
す
る
次
第
で

す
。

　

ご
承
知
の
と
お
り
、
国
税

に
関
し
ま
し
て
は
、
相
馬
税

務
署
管
内
12
市
町
村
の
う
ち

の
相
馬
市
と
新
地
町
を
除
く

10
市
町
村
は
、
震
災
発
生
日

以
降
に
申
告
・
納
付
の
期
限

が
到
来
す
る
す
べ
て
の
税
目

に
つ
い
て
、
未
だ
に
そ
の
期

限
が
確
定
し
て
お
ら
ず
、
該

当
さ
れ
る
市
町
村
の
納
税
者

の
方
々
に
は
、
大
変
な
ご
心

配
や
ご
不
便
を
お
掛
け
し
て

お
り
ま
す
。

　

私
ど
も
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏

ま
え
、
被
災
さ
れ
た
納
税
者

の
方
々
へ
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
被
災
状
況
・
避
難
状
況

や
心
情
に
十
分
に
配
意
し
な

が
ら
親
切
・
丁
寧
か
つ
的
確

な
対
応
を
税
務
署
の
最
重
要

課
題
と
し
て
、
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
東
日
本
大
震
災
の

被
害
を
受
け
て
避
難
さ
れ
て

い
る
方
々
の
国
税
に
関
す
る

ご
相
談
等
は
、
昨
年
に
引
き

続
き
最
寄
り
の
税
務
署
で
も

お
受
け
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
新

し
い
年
が
、
貴
会
の
ま
す
ま

す
の
ご
発
展
と
会
員
皆
様
方

の
ご
繁
栄
の
年
と
な
り
ま
す

よ
う
、
ま
た
、
相
双
地
区
の

一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を

心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し

て
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。



平成 25 年１月１日（4）第　39　号 法人会ニュース　そうそう

プレゼント
　

11
月
４
日
㈰
に
相
馬
支
部
は
、
第
12
回

そ
う
ま
市
民
ま
つ
り
に
共
催
団
体
と
し
て

出
店
。
税
の
啓
蒙
活
動
と
地
域
社
会
へ
の

貢
献
事
業
の
一
環
と
し
て
６
０
０
名
の
子

供
た
ち
に
「
税
の
標
語
入
り
風
船
、
税
の

ア
ニ
メ
本
〝
お
じ
い
さ
ん
の
赤
い
つ
ぼ
〞

〝
ク
イ
ズ
だ
ゼ
イ
〞」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

し
た
。
ま
た
、「
税
の
ク
イ
ズ
」
に
答
え

て
く
れ
た
方
に
は
、
こ
れ
か
ら
の
寒
さ
対

策
に
と
手
袋
も
配
布
し
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
風
の
強
い
一
日
で
し
た
が
、

約
２
３
，
０
０
０
名
の
市
民
が
来
場
し
、

当
会
ベ
ー
ス
に
も
た
く
さ
ん
の
家
族
連
れ

「税金クイズ」に挑戦‼　景品は手袋など「税金クイズ」に挑戦‼ 景品は手袋など

11月10日・11日　復興秋まつり　鹿島支部11月10日 11日 復興秋まつり 鹿島支部大熊町ふるさとまつり（いわき）10月28日　好間工業団地内大熊町ふるさとま り（いわき）10月28日 好間工業団地内

大勢の新地町民でにぎわう

何色がいいかな？　赤・ピンク…

大勢の新地町民でにぎわう

新地町復興産業まつり　11月11日㈰　役場前広場新地町復興産業まつり 11月11日㈰ 役場前広場



（5）平成 25 年１月１日 第　39　号法人会ニュース　そうそう

11月 23・24日　復興浪江町十日市
〔二本松市・市民交流センター〕

避難先での十日市、大勢の家族連れでにぎやか

貯金箱、トランプ、どれがいい？

税の風船
が
来
て
く
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
の
各
地
域
の
秋
祭
り
に
は
、「
税

の
啓
蒙
活
動
と
地
域
社
会
へ
の
貢
献
事

業
」
が
実
施
で
き
な
い
支
部
が
ほ
と
ん
ど

で
し
た
が
、
今
年
は
相
馬
・
新
地
・
鹿
島
・

原
町
支
部
が
、
そ
し
て
飯
舘
・
浪
江
・
大

熊
支
部
が
避
難
先
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事

業
を
実
施
し
て
く
れ
ま
し
た
。
子
供
た
ち

に
法
人
会
の
「
税
の
標
語
入
り
風
船
・
税

の
ア
ニ
メ
本
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、
税
に

関
心
を
持
っ
て
頂
け
る
よ
う
今
後
も
継
続

活
動
し
て
参
り
ま
す
。

風船、いっぱいもらっちゃった。　税の風船プレゼント…
11月4日　そうま市民まつり（相馬市アリーナ）

風船 い ぱいもら ち た 税の風船プレゼント

貯金箱 トランプ どれがいい？

大熊の役員さん、ご苦労様です‼



平成 25 年１月１日（6）第　39　号 法人会ニュース　そうそう
　

車
中
で
税
の
大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
、「
マ
リ
ン
と
ヤ
マ
ト
の
不
思

議
な
日
曜
日
」
を
上
映
‼

　
「
地
底
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
で
の
二
万
年
前
の
旧
石
器
時
代
を
体
験
。

　

み
ち
の
く
杜
の
湖
畔
公
園
で
は
、
自
然
の
大
切
さ
と
外
で
遊
ぶ
楽
し
さ

を
実
感
。

税のDVDでお勉強中！　……バスの中

大
自
然
の
中
で

大
自
然
の
中
で

バイキング、いっぱいたべるぞ‼（アークホテル仙台）

ひと休み

「
移
動
租
税
教
室
」

高く跳んだよ…ジャンピングドーナツ

地底の森ミュージアム（仙台市富沢遺跡保存館）

青
年
部
会
・
女
性
部
会

10
27

みちのく杜の湖畔公園
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小
高
支
部
の
会
員
は
、
７
月
30
日
、
警
戒
区
域
指
定
が
一
部
解
除
さ
れ
た
南
相
馬
市
小

高
区
の
中
心
部
に
あ
る
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
花
壇
に
秋
咲
き
の
ひ
ま
わ
り
の
種
を
蒔
い
た
。

　

原
発
事
故
後
の
強
制
避
難
指
示
に
よ
り
、
今
年
春
ま
で
全
小
高
区
民
が
地
域
に
入
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
１
年
６
ヶ
月
ぶ
り
に
会
員
が
集
う
場
と
な
っ
た
。

　

東
京
に
避
難
し
て
い
る
鈴
木
喜
八
支
部
長
を
は
じ
め
、
近
隣
市
町
に
避
難
中
の
役
員
や

会
員
23
人
が
集
ま
り
、
あ
ざ
や
か
な
黄

色
の
復
興
へ
の
花
が
咲
く
こ
と
を
願
い
、

汗
を
ぬ
ぐ
い
な
が
ら
の
作
業
で
し
た
。

　

そ
の
後
の
水
や
り
の
世
話
は
、
小
高

商
工
会
の
職
員
の
方
々
が
、
原
町
区
よ

り
毎
回
水
を
運
ん
で
き
て
大
切
に
育
て

て
く
れ
ま
し
た
。

　

若
い
パ
ワ
ー
を
結
集
し
、
未
来
の
子
ど

も
達
の
た
め
相
双
地
区
の
復
興
を
願
う
。

小
高
区
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」

小
高
区
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」

未
来
の
子
ど
も
た
ち
へ

未
来
の
子
ど
も
た
ち
へ

「
復
興
へ
の
ひ
ま
わ
り
」

復
興
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

7

8

30

11

9/14　復興へのひまわり開花

7/30　種蒔き

ス
ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ
・
そ
う
ま

が
ん
ば
ろ
う
‼

「
そ
う
そ
う
」

「
そ
う
そ
う
」 カワムラバンド（サザンオールスターズ完全コピーバンド）と参加者



平成 25 年１月１日（8）第　39　号 法人会ニュース　そうそう

寒い中での清掃作業（鹿島支部）　まごころセンター前広場にて

第第
2929
回
法
人
会
全
国
大
会

回
法
人
会
全
国
大
会

相
双
地
区

相
双
地
区

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
大
会

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
大
会

「
北
海
道
・
釧
路
大
会
」

ま
ご
こ
ろ
セ
ン
タ
ー
前
の

清
掃
作
業
実
施

10

11

11

11

11

18
　

川
内
村
・
富
岡
町
・
葛
尾
村
・
相
馬
市
の
15
チ
ー

ム
が
参
加
（
約
80
名
）、
相
双
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
連
盟
と
共
催
で
震
災
・
原
発
事
故
で
分
散
し
て
い

る
相
双
地
区
民
に
参
加
を
求
め
、
交
流
大
会
と
し
て

実
施
し
た
。

釧
路
市
民
文
化
会
館

釧
路
市
民
文
化
会
館

〔
鹿
島
支
部
〕

〔
鹿
島
支
部
〕

〔
川
内
村
体
育
セ
ン
タ
ー
〕

〔
川
内
村
体
育
セ
ン
タ
ー
〕

　

慶
應
義
塾
大
学
教
授　

片

山
善
博
氏
の
記
念
講
演
会
・

式
典
・
懇
親
会
が
全
国
の
会

員
約
１
，
８
０
０
名
が
一
堂

に
会
し
、
開
催
さ
れ
た
。

優勝カップ
〔法人会提供〕

左から　佐藤　浩平副会長
　　　　熊川喜八郎会長
　　　　山川　　章福島・県連会長

（釧路会場近くにて）
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福
島
県
法
人
会
連
合
会

福
島
県
法
人
会
連
合
会

　
　
　

青
年
部
会
連
絡
協
議
会

　
　
　

青
年
部
会
連
絡
協
議
会

福
島
県
法
人
会
連
合
会

福
島
県
法
人
会
連
合
会

　
　
　

女
性
部
会
連
絡
協
議
会

　
　
　

女
性
部
会
連
絡
協
議
会

二
本
松
法
人
会　

女
性
部
会

二
本
松
法
人
会　

女
性
部
会

第
13
回
会
員
研
修
会

　
　
　
　
「
須
賀
川
大
会
」

第
13
回
会
員
研
修
会

　
　
　

「
白
河
大
会
」

復
興
・
応
援
交
流
会

第 25回全国青年の集い
　　　　　　「宮崎大会」
会場「シーガイアコンベンションセンター」

10

10

11

11

19

23

13

２

　

石
川
町
・
母
畑
温
泉

「
八
幡
屋
」
に
て
参
加

者
約
１
３
０
名
で
開
催

さ
れ
た
。

記
念
講
演
会

「
変
わ
り
ゆ
く
社
会

の
中
で　

守
り
た
い

い
の
ち
と
心
」

　

弁
護
士

　
　
　

住
田
裕
子
氏

「復興どんぶり」
相馬松川浦・旭亭

当部会より松本部会長はじめ
９名の参加

当部会より松本部会長はじめ３名が参加

会場「ホテルサンルート白河」にて

東日本大震災・津波被災地
「天皇・皇后陛下献花の地にて」

原発事故被災地、南相馬市
小高区の海岸と町中を視察

二本松・相双の部会長合掌



平成 25 年１月１日（10）第　39　号 法人会ニュース　そうそう
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大
熊
か
ら
広
野
へ

大
熊
か
ら
広
野
へ

　

皆
さ
ん
お
元
気
で
す
か
。

「
私
も
元
気
で
す
」
と
書
き
た

い
と
こ
ろ
で
す
が
、
眠
れ
な

い
日
が
続
く
今
日
こ
の
ご
ろ

で
す
。
震
災
か
ら
あ
と
数
ヶ

月
で
２
年
に
な
り
ま
す
。
体

調
は
思
う
よ
う
に
な
り
ま
せ

ん
が
、
毎
日
散
歩
を
30
分
位

し
て
お
り
ま
す
。
５
年
後
に

帰
れ
る
と
言
わ
れ
て
も
避
難

生
活
は
大
変
な
も
の
で
す
。

「
健
康
は
天
が
与
え
た
最
良
の

幸
福
」
幸
せ
は
自
分
が
つ
く

る
。
皆
さ
ん
の
御
健
康
と
御

多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。　
　
　
（
坂
本
）

平成 25 年１月１日（12）第　39　号 法人会ニュース　そうそう

編

集

後

記

編

集

後

記

　

平
成
23
年
３
月
11
日
の
東
日

本
大
震
災
か
ら
早
く
も
１
年

８
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

一
時
、
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た

仕
事
を
再
開
す
る
に
あ
た
り
、

同
業
者
、
取
引
先
の
皆
様
、
友

人
等
、多
く
の
方
々
に
ご
協
力
、

ご
支
援
を
戴
き
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
昨
年
５
月
小
名
浜
に
空

き
店
舗
を
借
り
、
事
務
所
と
避

難
し
て
い
る
従
業
員
の
た
め
に

宿
泊
所
等
に
改
造
し
て
営
業
を

再
開
し
ま
し
た
が
、
相
手
の
都

合
に
よ
り
移
転
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
現
在
は
、
大
熊
町
産
業
課

を
通
し
て
、
四
ツ
倉
の
工
業
団

地
に
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

が
建
設
し
た
仮
設
の
事
務
所
で

従
業
員
数
名
で
営
業
し
て
お
り

ま
す
。
以
前
と
は
比
べ
よ
う
が

双
葉
運
輸
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

吉
岡　

昌
一

な
い
ほ
ど
仕
事
の
量
も
減
り
大

変
苦
労
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
わ
が
社
だ
け
で
な
く
被
災

さ
れ
た
方
々
誰
も
が
被
っ
た
事

だ
と
思
い
ま
す
。
以
前
と
同
様

と
ま
で
は
い
か
な
い
ま
で
も
何

と
か
将
来
を
見
据
え
て
頑
張
り

た
い
と
広
野
町
に
土
地
を
求
め

て
事
務
所
、
整
備
工
場
等
建
設

中
で
す
。

　

今
は
一
日
も
早
く
落
ち
着
い

て
仕
事
が
で
き
る
よ
う
な
環
境

が
来
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

次
回
号
か
ら
順
次
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
文
字
数
300
字
以
内

・
お
名
前

・
会
社
名

・
避
難
前
の
住
所

・
避
難
後
の
住
所

・
写
真

避
難
先
か
ら
の

避
難
先
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
募
集　

メ
ッ
セ
ー
ジ
募
集　

！！！！

「
補
助
金
の
会
計
処
理
・

「
補
助
金
の
会
計
処
理
・

　

復
興
支
援
税
制
」の
勉
強
会

　

復
興
支
援
税
制
」の
勉
強
会

　

原
町
支
部
は
原
町
商
工
会
議
所
と
の
共
催
に
て
、

有
限
責
任
監
査
法
人
ト
ー
マ
ツ
の
公
認
会
計
士
下
山

誠
さ
ん
を
講
師
と
し
て
、
約
１
５
０
人
が
復
興
税
制

を
学
ん
だ
。

11
14


